ま 拳 手 空 •な 自防巧 


巧 研の 八十 

著 和 賢 仁 文 摩 範帥 
誌 備武* 錄附 
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惡手 拳法の 歌 

I 導 解— § 松 本靜史 化 


一、 醒 たき 影 S 

ホよ を M どと 

淸き冀 のをれ の 如 
わが^ 州の ホ 丈夫が 

t ミ ; る けみ 

跳啡ぴ なして 徘 み举 
嗚 る^ろ がれのを の 瞬に 
' 概^® ぞ ちり かかろ。 

なみぶ 非 f •ゎ^ づ 

二、 南風 蕉るお 带〇 

みどりの にに 撫でと 
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，をは J 


をを 就へ るを 骑がも 

巧酿 € をめ に 起つ とき ゼ 
一举 たか <视 ち ひぴき 

R 機 qI な 獻に燃 ゆるな り。 
nr 鱗朗1^の影ムぉて 

AP 0， イづ i な 

冬 y 盛の 巧 ゆるまで 
觀へ にきを ヘレを しみで 
船 瓣ぉ禪 の 叫 ゎざを 
がを ると きぞ鹏 にを せん 

を じに 我等の 静り あり。 


1。 一 ^ 


ちまの 黃の道 

宮本風 威 

^ の 恥に 縣 鹏 の徽 をなら ひても、 齡の峭 
の 被には たつ まじを と 思ん、 む あるべし， 
化 儀に 私て は •仰 時 にても 役に かつやぅ 

けいこ ■じ だ M t ‘た た t ちた 

に踐 ぶし •萬 事に 巧 ひ 役に立つ 機に 當る 

二と これ ( ミ み 右な 9 

事 •お 兵法の 暫の 道化。 

cr おみを が」 地のを ょり) 


— 1 良 一 


i 稍觀 十八の 稱绳 目次 


口始 (稲へ ぶと 巧け 方 其 他) 

巧 じかへ て 若 を‘. (二〕 

空手 举 法の 歌 が本靜 化''' 〔三) 

おな の 巧の 逆 巧 本巧藏 ':(| こ 

躬一皋 空ず 豫 備運舰 こ 5 

躬二草 空ず の 巧け 方と 飢手 (ミ) 


A をけ でぶ 稱 
B 組ず じついて 
C 巧け 方郎本 練啊な 

第 S 章 閒手型 十八の 型 …… ：：： ：… ……‘ 

瞬 解 j ヨリ ニ十 八 マ デ 

第 四 章 十八の か 解說明 …： -‘.；：：• ：… … 

网解ー ヨリ 十五 マ ザ 

附錄 易#. ッ巧 料秘善 「武備 誌」 拔 革) 


み 


巧 


1 ひ IVIMS 


ゴ 


參考黃 料 記賊じ 就いて * (揉〕 

一、 六 氣 ず (昭林 娘) :( 盈) 

二、 解 脱 徒 こ. * ：：( 空) 

三、 舉恩 筋骨 立樣 C 邵鑑寺 流)：； (を ご 

巧、 ホ巧大 剛論韋 * ( 二 1C 

五、 十二時 化 脈の 死注氣 おが 借 持 可用 不可 動 ：；；：： …… ，： … ， •• ご I 亢 ) 

六、 と 不 巧 (瓦】 一) 

よ、 不 が 症…； … ，(一四 3) 

八、 十二時 辰 血脈 藥ホ神 効 .(1 置) 
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築 一章 空 ホの 豫備 運動 

賢 驅に 如て は 一す si ゃ i 識を错 ふ i に赛議 を？。 i に繼盡 i 點 S 

術 空 和 恥狀」 にも 规ち豫 邮述動 Q 龄を記 棘い おせし が、 巧 ひぶれ を 齡< ことにする。 

1 .巧 ド W 一 ろん" お J ふに {平 わか <ぶ ；； ^サつ じぅなん はか ホ 白 モ $ 古 じ ムサい 云い 吁づ ホい 

卽ち 豫倘逃 動は 化两 がの 他 か 部關饰 5 ホ 齡を陶 り、 兼て 化。 强微 化と 刪久 力を 養が せしめ， す 
ベての 型を 诏ふ踢 たに 非常に 例 御し やすく， が!： をる がな めでを る。 

A 脚の 運動 

ィ ，齡は 聲が廳 のが i にで 剛 ri にがむ’ 麗は <£ に f ， PI ; きがけ、 i め鹽 
を繼茄を^^た 聯もげ共れ&かにでて獻の隆になし， かが挪る？？蠢邮。 
口’ 麗 の i 船に f 心れ て if 脱 もげて 於の 豎 をし’ 如を？ si 。 

ハ’ 穀は 抓め と 皆。 鞭に 加を だ、 W を 離き •似の 籍をおに がけて - g かに 赴の 接に 


一の一 


十 九 
孫 排 
武 

手 

す 

君 型 




の 

A 

一 
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なし、 之れ を 繰り^しで 巧 ふ 事數囘 d 

二、 兩が をが < 問き， 化 化を 帥げ て、 み 足を 踩 虹に 延ばし、 化乎带 はぶ 沾の 騰晒卜 押へ、 をを ぶ 

いぅみは W けけ & こ 王 f ぅ‘ ご 

あがる をる 巧ん 樂數 罔。 

ホ* 刚 化を 引を かけで が 立し、 腰を^ に 曲げで、 郎 ホは 膝の 上に 澄を •犯の ま、 座す るが ぐして 
は 立ちな ちして、 之れ を 巧 ふ 事^ 既。 

f 6 レ かは が _-f ih だ E し モ Lt け si こ*; 4*^ ミい 

へ、 两 化を をる をる 前に 化して、 化さき C 儿巧 j たかる < 蜡す菲 數闷。 

B 昔の 運動 

ィ、 が新は鹏がが臟にて、 禍軒はががの贩にがり、 带は齡<巧に|^れて， がから1? 

i もに おにと がに 一し、 がから 避 ef® に？ f す f 、 gf。 

り、 兩 眼を 畔じ •附 ずは 鹏 にし、 後に 脈を 邮げ ては 網 かに I 儿 のが 脏 になし、 之れ を 行ふ那 11 r 四 
占 ■； 

囘〇 

ハ、 妙 一は 脈と！^ じ’ 齡 i は 火き を •齡 わに 巧を 右か^ ぶに 挪し ’么れ をな 旣に巧 ふ矿ご r 

气邮。 


C 腰の 運動 

ィ 、趴齡 は 麻賊を <が おに^を て 砂ち、 脈を 脈に 邮げ て瞄种 はおに さげ、 齡は解 蚊に をし、 雕 軒 
にて に狎 へがけ るが く 動かす 粟 数 罔。 

口*^ 教 はがと 同じ > 南 をは 後に 向けで 延ばず と 巧 時に、 呼を 化 与して 間 おは 四^になる 腊 にし、 
兩 隙を 眞 也に 巧の 姿敎に 立つ と巧咕 に、 後の 兩 をを 强く撼 りで、 兩 脈の おに 粒き、 をれ を躁 '載 

e を こと t ちい 

して 巧ん 事數 脚。 

ハ、 兩 ホを 照 0 おに 厨 もに 延ばし、 がの ま、 お 右に 巧る 交る 脈を 延ばす 驴 敝囘。 

二 ■化ち 方は 前と 邮じ 、兩 乎は、 がの ま、 下に 乖れ て、 摘を ぶ ホに 廻し、 兩 手は 旅る おにす 

こ 4 てち が 

る事臘 罔。 

なけ わらで ほた* i ミ 与 T 占 L に< かわつ ，たけ ミゥ かと で A かた で乂 しん 

(尙空 乎の 補则述 動と しでが の 結り 方と 烫 をち 滅 りぶ， 打ちぶ— 巧 化 •立ちぶ， が 身 化’ 

ホ<正 古 IL ん tj ‘ "とう ザつ ちよ ころ？ 5 ぅ Si ゴ いご L ム： >1 つか* 3 で けんけ* 心 タレを ミ i*i ♦つ A い つ 

撮力が齡法等は拙を 「巧防も巧驰み術ををが化」 に巧約を1^て詳し<說明しをれば、 がをて 
を 照せられ たし) 


— ^ 公 i ■ — 


第二 章 空手 受け 巧名稱 

削から 盘 si の齡 議ち哪 S には 削 寮を 豁が ぁを 影け 拥 に^ ミ 編がない り 

が、 裡に 遐憾の 並り である。 

は齡變 、齡陛 おは £ のがけ お is 、 難なる が & めに* がの i り 於け 藉 i をっけ _ 

を。 — ^ の 

A 受け 方る 巧 

お伊 

さ】 ク つち をと 

揀 をけ (巧、 な 

とこう ろム H と 

横 巧ち (の， 外) 

f 取け t が 解 


ぅ 肖と ゥ 4^、 指 
夕ら 巧- ウち みと 

裏を け 〔巧、 外) 

L 4 た 5 さ 々ち 1一 .占 

をで をけ 〔巧， か) 

i ひ？ み、 が 

> け 3 らウ 々ち >'4 

ホ 嬰を け (內 、外) 

わ ゥ ミち t ぅだみ けが' 一 

輪を け (上賊 •中熙 ，下脚】 
鉛妒け 
妒 きがけ 

7 で 

的 乎 
け 艦し 
撇 ひがけ 
鹏处け 
k 取け 
抓へ がけ 
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おへ 柳 みけ 
"繫 d 典け 
關 ©如へ 對け 
禍¥ け 

振り 拚て (化のを け 方) 
舰 ひどめ (化 田沪け 方} 
術 ひ I 乂け (が 0 をけ ホ U 
隙 かへ し (賊 のをけ あ U 
さず をた (がのを け) 

.十で h なかち 

逆檢身 (投げ 方) 

5 最？ 遮し (おげ ち) 

ホ 4 5 5 ホ 化た 

を 双を け (おげ ぶ) 

Mrk . な 

後 おげ 
撇ひ I げ 


可 
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齡 辟げ 

is* と HU 

が 上の 通りで あるり 

B 組を に 試いて 

觀 おを 舶齡 すると、 欺が 祖 と 離お醒 、船 軒の f 二つに 制つ 聪が邮 がる。 

♦ 3 ム だた もらで す パ ♦ミ * ち ♦から"- 5 だ t ♦ い と * e く f 会 ミ 

雜本 型は 空 ホの 磯て Q 莊 本で， 同 的は k 德を しでぶ めら れ わる 麥齡を 取り 躬 思の 巧 化と 九の 
人れ 祕 きを 調和 させ、 而 して 壁 閒 をる 隨输 と^ 道が 氣 柳と を 溝ぶ せしめる。 
is は 難 ミ 態 si が i 費ら れをも 6 で ’ i を 軒 S 藝 i を i きて Hi をな しで 齡 
る。 をの 動作は 符^が で* 術り 问 的に 諭 合ず る炼 にむ 第と 愧北 をが 離に 瓣 li おせしめる 離で 
ある。 

組が は 艦 靴巧爲 む 型で、 柔道のを めの 型と 巧 じで をる。 船ド辦 巧を ご 一 つに みつおが 巧 る。 

たん i ぶみ て 

ィ ，巧 或 組 乎 

卜 .ム し ホ とふ で 

P 、 搜ぶ祗 を 

しん 于， > ムが で 

八 •な 創 紙を 


— — * 


齡の fli つで—。 恥船擊 は 一が 篡 i すろ s 、 C をて！！ てる， と f 一 is 麗な稅 ち 

繫は P 裝 i する 1、 声 占める、 於 P れを矿 Ti ぐと fi 賢れ でぁる。 

L ムロム,； で い 1 t ふ 一 J け いこ ミ K じ ミい ゥ こ 口.. い しんけん：；？ h ぶか； た- ’ , J 

眞剣机 手は 今までの が ホ诏千 U とおつて， 赞 際に 打ち込み、 城る と 五み 巧劍 就が が 之れ で ゎる 

C 受けみ 基本 錬智法 

か f かか 

稱へ方 

化が ki n 化の お 瓣に挪 離つて、 おに 左 おを】 歩が に W して le へる。 

がは をが ばかり こは をけば か b ときめろ。 

^ け お 

柳め！^ が 穀を护 な Q 猜 lit く’^ 磬を护 賢が を郎 製け をな 5£議 一 

みに こは 將の 乎を お ホを なで 外 横を けに 鏡る。 

邦 一二に こは お 手を がで、 臟の ホを 拂ひ受 をを して' ホ擎を W てが の 化 H に 滞て る。 

种 は^が 邮乂 けお雕 り， 狮め 鹏喊縣 をな し、 邦 二に か 做を' 拂ひ受 とぶ ふ悚 に、 ぶれを 双 おを る 

雜 るに 體す 。がれは 家 恥 S 觀ば か-ではな <•* 齡 si を i くずる 賢で’ 度 艱 の 


一— が一 



が 

巧 

け 

似 

垫 


T 卜 I 高を’ 繁骗船 

が あるり 

赢け品 ril ちがで 

>巧^ 著す れんし も 

の 巧 挽を 费 照して 媒 巧せられ 
よ) 
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十 A Q 型 第 I 樹 



(こ禍 へが。 姐は 
がぴ がちに 立ち •お 手 
は. ^ にお 手は ドに 醉ゎ 
て、 ずがを I が A 邵に當 
で、 瓣を 引を がけて’ 
邮 はなむ に 肺ぶ を 化、 

、占 たんでん ザ.* 

朽を さげで， パ W に氣 

しづ A . し. 35^ け ひ 

を 化め、 化は b ’： 卜； ^ 合 

ー ゥ^ た ホを だい 

す 樵に 邮み 立つ。 C 婴ぉ 
1 照) (化の 化ち ぶ 

々つ t ょ 1 ご —ム "巧 わ 百 石 •け 山 

は 拙著 「视身 術 茜を 祭 

胁」 驚) 


* 一 32 一 


十八の 觀 第二 岡 


口 g ぶし 



(二) おおを】 敢 後ぶ 
に 退きながら •摘を ホ 

がぶんぶ 5 で 

づ 身に をつつ、 化 ホ 

ひみ I わ Cf 

は即 いたを、 T ょり 上 
に 邮 け閒 麻を！！ きつつ 
か リ〇虚 に 抱き、 邮 
にわ 中は S いたま、、 
が 前に おき W す。 熙〇 

摇が|||ご‘ 

わさ で^*か^ む 

は ホ， をは 化に 向け， 

化は WK に齡み 立ち、 

巧を おおに 並つ。 C 離 鱗 


一 的一 





i 八 s 型 お s 树 



け 甘 t で ザたん 

(111) 左と を ー ホ前撇 

を ミ した 

した‘非ら， 化手を^^に 

; こ ゥへ がで ちに ぶ 

ホ ホを に、 ながに 揺 
り 側せ て > 巧を 興 おに 
^ 化つ。 (型 巧 一二 岡) 

(四) が：^ を おに 一が 
船 みながら、 が 欺に 力 
を 人れ、 わ 中を T に 化 
がを J -； にしで、 共む ま 
ま k き趴 す。 (瓣 F;i 

3 い々 ti 一ん ホい ホぶ 

の 化 も おを の 邸) 


(笠) 化は がの ま、 四 
昭に 立つ と：！： 時に、 腮 
を 落し’ お臂は ドょり 
-^にはねをげる機にし 
て 斬に 化し， 化 牌は 腹 
補に 部す 觀 持ちに て 下 
にさげ る 0( 型 お 训牌) 




小 A の 型 巧 五 脚 





S モし 泣 ^?んしみ 

( AO ぶ 化を が 進 
しながら 鹏を ひねり， 
抑に 恼を おり がくと 同 
帕 に， お 化を 曲げ， ぶ 

五し 《は § で すなけ つ 

化を がし、 お 可は 水 パ 

* V -. ぶ わ L ■一た* 

ょり 化 欄に のけて 乎 刀 
に てれち 滯ず假 がちに 
てが おわ 赔に ドげ、 が 
ホは おを ドに がけ M 
いたまを 邮 を 料と 並げ 

をな v‘ んけゥ ■、 

する 桃に 前ぶ に 凹を， 

J - とゴ C 却*- L ： けつぶ 

化む 時が は％ H 部に 
肺は わ おにして 邮 ぶを 
がる CC 盤 能 お 齡) 


' ~ ' 化 一 
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A の 型 第 わ 脚 



つ 几) 巧げ に、 贼を廠 
ぶに 邮け ろと！！： 時に、 
が恥リ にで 橫延 けを な 

SJi で で。 > む ミ 

し， お ホは 带を 前に 
がけで 化 脈 ドに お-^。 
(测巧 お 岡) 



■ — 〇〇 一 


八の 型 お < 巧 



(ろ轟^賴を 

娜りをげて ^:型騰A№ 

s> r を 整に がを 

引き， 巧 時に^を 繫し 
で W 脱に 化ち、 ん邮が 
でを なして、 巧げ にが 
扣舉 にて お打ちを な 

す。 濃黏 はが 版 阿 

赔に拡 つた まま!! へる 

(现ぶ 九 


—圳一 
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个 八の 型 巧 t 厨 



C 王〕 がのを ミーが 

i (i ち？ k の 一- 

、/イ わ L を， 

後 巧き S 娶齡) にて， 

がを i ぃ て挺。 を繫 
に - I く " ( 雖 i-H I 挪僻 
し 化 柄は 化刚 ょりが た 
ろ もの) 


— 4〇 一 




A の帮筑 -M 二 脚 



(十二) 化 貼を が贼に 

なる 狐が にて 舰 がへ 一 

める と 時に、 た 

軒は 下ょり 閒の尤 にな 

雜 し^げつ、、 下に 

II しで、 お鹏 S 眶に路 

たを ホ 阻を、 蹄は 披 

がに がりが'^ と k に 腰 
ミ を i 

を ひねる 秘 にんを 取り 


む 


卞 わげ つぶ 

-水 n 讲 


ウ 4 ん さ 

わがは 化の ま 


より 祖に 波を W す制轉 
もに で、 北 M の胆 にわ 
し k す C 狸が 卡 立脚】 


小 八 S 型が 小 1： 脚 



C+ITD ks まま 斯賊 
じ 振り向く と W 時に、 
がをは いたま ま‘ 縱 

さ ( 

上 


ち ウしム レた 

を 中む として 下よ 


に をげ て •化 脈の 應に 

で 。 fj う £, S 

がをおに 向けて 構へ 

ご々 3 ^ 壬 A し よんたん をが 

-い S にか 化は ホ M を 班 

, をが はだ.、 A ¥ 

をつつ、 化 侧斜に ー ホ 

し， 裝 にて 节 

ょり-一^に はれを げる糕 
を货 撒を 取る。 (測齡 十 
阿 吹 


一 ^5 - — - 



八の 型が 舍五喊 



(十®) が 常を 下ょり 
がに iff 露に 

KiPS ? し 化 亡 * C よら 

て， 左 化 侧〇處 に拂ひ 
巧け をな し' がの まま 
のを 教 にて 前に 得り 指 
にて 一が 逝み •が ホ媒 

rbf つぷ B 

はが 巧邵の 前に おし 铅 
てる。 cM 第卡 お關) 


—が一 


十八 0 班が + 六 碗 



(十五) わ ぉを 1 
めて W 帖に 立ち， をは 
上に おは 下にして (孽 
を-: E ひがせ で) 邮 り 舶 
<を 幾を おる。 (型^ 十 

六 i) 


47 - 





一が 


十八 灼盟が 十 kn 



(十六) 喊の如 <則 手 
を 共の まを ( II いを 史 
を) 化 あに 刚< と 同時 

AfA し ゥる》 化 た 

に叔 化は 内剛に のつ 
て挪 をむ し (恥趴 十 

づ ホ 与 じ もゥ わ hf だ 

^ 脚 y 同時に 關 中诗报 
がに て、 でに 向けで お 
き 能ず。 (型 第 h 八 牌) 

しか |^甲.ホ1 ゴ こづけ 4. 

而 して お 化を】 が 後が 
に き， が 乎に て挪ひ 
C 乂 けを たす。 も聲は S 

b し ニ ミ 

に 化は W 股に 猜 へる。 
(视恥 十 か 脚〕 


一が 一 



一む 0 一 


(十ち 賢まで 蟹に がち、 藉 にて W ょもに 體ひ贺 けを し’ が襄 じ雕ぃ ミま齡 
がに がて、 一 f り 魁を なず ( M 品の 賊挪) 

( ミ ) 超を ifi ミ 叫 K にがち (i 十 勇の 鹏と 賢) •接ち i ひ减 をな し • i 种は 

おがに 間いて •すぐ 弼中茵 相 載に で 下がに 巧け てが 人き、 かがを 觀賊じ 削； と剛 がに、 が户に 
で 邵ひ巧 けを むす。 尧 t " の H が敏 ib 

(十 化) も 化を がぶ に ー ホ W ずみ 岡げ に •後方に おりむ き， 細：^ ぶのを 辦に 恥り で 化が にて 僻が 
けを むし •もやは 描つ むま L " 卿 面に おり 巧き をな して 齡 へる。 恥 的げ はなに^ が邮 きがん 縱 
化 1§ へ ミ 


—な 




‘ •‘ •ク 梅啦 


ご 一十一) 邮 ハの ままの 

なた をけ ^^?^がじ 

化微 にて、 滿 をた 咖に 
振り！： < と 同時に、 化 
ずに て 碑け てを けを な 
すが 巧に て > 中を ド， に 

碟を 下に 向け、 お ホ 

は邮 にかし 延ばし、 が 

ィー 巧： .ク <• で。、 ら ， 义 ，’，■ 

む ^-^けつぶ さち 

に 向け、 氷 パ 部の おに 

阳 きて W へる (视 r 加 二 

小品) 


— ' ご J ' — ■ 





一な— 


(二十 二) 慨を かしむ 
じる 解掉 にで， 化を ね 
じる と W 巧に、 化が に 
て 脚の 如 C 化 部に！： け 
てが ち 落ず (徵巧 二十 
二 &) 


(二十 I 二) 巧 部に のけ 
て 口ち 摧 した 化榮 にて 
敵 似 湖 向に 向けて が 巧 
ちを なす (视お 二十 S 
が) 


卡 八の 现 m 二个二 H 




十八 c 础 第ニ ト 叫网 



(二十 巧) 化黎 にて 裝 
けちを むすた 問げ に、 

S け て ホ - is めん わ *4 — 

捕を 敵の 化而 にの け 右 
でに て 横を けを なし， 

(峭 f sb 避に 

て で (霞 

二 hK 脚) 巧の 化胜に 
鮮を 引を •胞を 靴して 
阳^ 立に 齡 へ‘ 邮 けに 
化 做に で 艦り 帷 部を 觀 

ぐ (酱’ 賢 ici 

はがを 心に 化を 下に 向 

けで 呢き •あ 乎は 閒い 
一ち？ S.J _をリ^4 
たたま* C ザを あ 側に 


5 口 



— — 



(二十 五) が 把を^ む 蹲ょり 如し 邮に帖 でと 同時に' 植， V お邮 にむ け、 お 乎に で 前の ょ ゥに驴 け 

C ク そ と々 & ザて 中 & げづぶ i み A 4( て ns W Lb ぶ 

手を けを をず。 おの 時 お 手は 化 巧 部の 處 にがを-^ に 単を 下にむ けて がへ る 
(|1十40邮の丽|^^のょぅにか製にで’ 肢挪にむけでなち縱し‘ 同畔に化^がにで^む彌邮を裝 
矿 ちし’ 做を 黯に むける と 態に、 觀 にて 變こ て裝 にて— 柳。、 磬贼 をが の 一にが 
き •赋 を！： 整に 嫩 じて ’ か觀 にて 陽の 敝 。祭賊 の 艦へ ちが 職は 聯を 心に •叫を 巧 
にし •攀は 一 齡ら を i にて、 駕 & にあて る。 がで 姑は S お。 


十八の 型 第二 十六 樹 



(二十ち お 4 をが i 
に I が 耻< と：！：!^ に‘ 

?|货 ちに i へ‘ 

〇^^亡 1* ザ こ つ-^ 

則 ホは わ ホを h ; に > ぶ 
ホを T に‘ 牌む 如く 化 

こ- 

にがを むけ わは しで 

抓へ る (1^ 聲一 小ぶ！ 一心 


A 〜 



—邮一 


+ 八の 现が 二十 セ 胸 



(三十 八 一方 化を 一が 

こさ^ 4 む ミ じ 

お ボに引 < と 同が に、 
間中は おつて、 をは 下 
に、 だは 上に をる 城に 
T 度れ じ まは して 引く 
氣持 にしで 鮮ず (削 第 
ミと k ) 


小 八の 戳 が 二十 几® 



(二十 丸) おの 動作を 
をはる ょ 巧 時に' お 手 
は いで もが 觸に てが 
足の 前の 娘を かち’ 料 
を 引いて がび がちの 
S になり- 磬を锦 

かて 初めの 化へ とを る 
-觀船 二 小 八 脚) 

f 十八の 型 お y じ 
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第 四 章 十八の 型み 解說明 


城 齡一勵 は 梢へ ぶ。 

ijirlkQi がは， 艇が 解が 婚 ち S を 船て f y 毅の 野け ぞ 

解が 搔& て、 群 溝 rks て f 齡 、 i は 顧ミ黨 棘に 魁き、 熙 に賢禁 にて 

解の！： を f り PI けて？ II 」 •顧に％ が 轟ミ賊 f 齊猜を Ik く。 



型 おご • W 樹の 動かは 
嚳 にて m が k が羁 P 护 

ミ 器 Q はす 起 (黯琴 
k - 


か 

が 

煎 


■ ~ C 。 一 ■ 



分 

解 

筑 

二 

陶 


艦が 亂中 にて 我が わ 斬 ザを 擢り 

f ゎる 赋 ，がが 群を 窜と 
铺し C 霸ミ kir がの— 

?。 おに！！ i を i < l < 艦の 
處が 赢ち齡 りし まま】 を 逃に 
ff ' i 
弱を H て ic 盤を がち 如む 
がし敞が別が郝^て1:^づれなか 

器には • 一髮 には & した 

のを、 がの まを 脈， 也 盼<和 して 

藝 inks i く饒 にで、 船 2 

觸 りし 祕がを 柏ょり おには わを 
げろ 0 
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か 

0 

0 

H 

岡 


瑚 ぶな 六 セ 八 化 刷。 說明 
贩 がもぃ 心を 姑て 我が 陋 部に 徽り 
ぁげ， 汲に &樂 をけ て攻擊 すな 

SQf 巧 泉 ifb 

禪 おお 岡の 動かは、 敞が 戟が瞄 
郁を 蹲らん とすろ 時 •取は 職を 
斜に 向け， S をむ じ， 巧 棘に た 
ホに 關 のが <:卜 段 挪ひ妒 けを な 
すぶ 帮第扎 岡) 

_ 、ホ ホら 々 C ム I つ C ナ つ 

歐 がが にお 维 をが て， 聘が水 巧 

部に 碟を龄 る 時は、 恥は 化を 繼 

ム たぶ ホを がて > 船の 举を おを 

けし C 型 お 六！！)‘ げ に% がを 

駕を 护、 is 簾 をが も 


— G7 — 




む Y し (塑第 セ國) 

で^で 寸 5 けん t ク わか 二ぅ 至 

尙敝 かぶを を おて •我に 攻 がす 

巧 ホけ のれ み aLW たな もつ 

る 場が は、® は あ ホ 刀を がて， 
船の 斬を が 打ちし、 M 時に 戟が 
右 にて 敵の 腿 部を 滅り をむ 

れわ 巧い T 占ん かい" い づ f 作 i 

(型欺み网、 みが^9卿脚、 Mis 

ゴ 5 じ で々 ^-^びつよ 5 

お 樹) と 巧 時に 敵 S 化バ 部に ぶ 
趴 II をな す (型 巧 化 脚) 


— が一 



な 

解 

第 

六 

腳 


诞第卜 、卜 一、 个 二、 小ー ニ阔の 
ミ f 
說 明。 

敵がお带を山て|^ぃ て來る颗斌 

為齡賢 &) の i のがり ぞ 

で ホ な ロム 名 わ ぶげ ヴ 0 

敞 A も擎を 姑で， 巧が 水 巧を け 
がけで 巧 殺す るけ， 恥は 左^を 

1 C 狀に炒 くと 薛 に/賢 
お i ち 盤！ < け ぉなし (證 

卜 、小 一腳い、 化 qS < けたおを に 
て 敵む がいた 乎 巧を 取る (型が 
巾 一廟) 時に、 我がた 於を 
一叢に C 臟 si 】 臟<1 み邮 

ろと 同時に、 がが ぶを にで 敵の 
ホを 述 にがる。 C 逊筑十 S 岡〕 


— .'0 ^ ~ ■ 







か 

解 

が 

、 

励 


齡 k 个 瞬の 船 明 

も * で と C ミ： と d 

がし 独に 取りし 乎を 前の か こ 父 
けょぅと した 蜗锦 には か邮 にし 
て齡 ぐた 

■■く と で ホ C て _ホ t A " ク 

逆に 取りし 敵の ホを 敵が 前の ボ 
臘で賊 て 野け 觀 とした 時‘ 賊は 
臟 W 手首を 蹈 りしを をはな すと 

撰に、 齡を i に？ で、 體 

ミ ，た ミ い ミ 田 ド ^ 

を 敵の 股の 鹿に 人れ， 同時に 賊 
がが ホに で 船の おのを！： し^で 

臀は臟 ( iM 十 
の i •聽撇 < i ) 
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卜 

が 

が 

iL 

胡 


報が 十五 •十六 •十 セ* 个 
ミ さ 
G 說 明。 

3 nA ホモち ちウ じ こうず— 

敵が お 拳 左足を なて 同時にを 柴 
する のを 如何に 巧ぐ か。 

陽が か 戦 i 度を II て邮 がに g 
i ずる i ， i はだ 辟 & にし 
て •が おにて ici 心げ る赋 
を排ひ 取り、 賊 がが 手に で齡の 
突いて 來る 手を ずくい 受け (型 

isi 、 聽 pi 震〕 剛 

賢！： が藉卜 一驚の 繫に 

な 一 "一 ，て* C ミ ，- Tt 

がみ 出し， 敵 Q 乎を 押へ たちを 
を 共の 版下ょり 首の 處に斟 し 心 

れ 柳が 疆 忘を f を 


— 7 〇 一 




か 

解 

•P 

.►1 

岡 


献は 剧れろ (视ぁ h 六、 ぃた 蝴 

ぶんかい ザい ゴ ♦力よ 卞バ 3 い V ちな ぅ 

か 削 お 卜阔) が 叫 おは だ お兩が 

を か みん ご^- ♦ムで ホ 十 わ 

の 中が 一木 笨 にて 敝の お： 的と か 

けヴ ミ' ユ つ A けいだい 

パを M 時に おき 化て る (型が 十 
AW ， ’/ ん敞觀 王！！) 


一 （4 一 



かた だい T H A わい ♦つ 占い 

现 第二 十圖 のみが 競 明。 

船が 藝を 9 て、？ 馨 する S . II は F だ S 忙 M じ、 一が に％ が舉 にで 解き 龄 
る ^ の瞧節 部の 跑を 、下ょり 上に 城を けして 級を 抑へ、 同時に あを にて 振り 奥を ずる。 

離 靴 二十 二、 二十 一二、 二十 巧 二十む， 二十 乃、 二十た 綺 のを^ 說 明。 

敞がが胶を亂て|^が腹部？：がけて踩りっいて來る帖' 嚇は型||二十こ騒のを暫0如；棉を後がに 
ねじって、 |^が5:|1:にで臟の魁 (挪りっいて^る化) をがち常し， 同時に斯む化がにて敝の颖が 
を船‘れし (型|£二十ーニ陶<|照)、 

恥び 呼 かぶ 私に て 蛾が 城 則 部に 驴が ずる^は •微は あ 手に て (型 Is 二十の 脚〕 りか < がを けし、 
印 咕に賊 がか おにて 船の 股 部を i ろ (魏 おこ 个巧 圖) 

尙ほ 引き •新き 船が ぶ 載に て 卿が 糊； 姑に 攻擊 する 賜斯 、が はるおを】 が 做 方に おきて， の 股 立に お 
じ •我が あ 拳に て^。 暇 部を 常て る。 

-现 第二 十 セ圓‘ み^ 第 十二 励) 


7 口 ~ ^ 



み 

卿 

巧 

匿 

I 二 
岡 


で ♦ わ が 人 6 ん つ え 

敵が 巧が 踰而 めがけて 榮 きがる 

け* 0 If な 

襟 合^ 逆 找げ。 

齡 が 我が 齡面 めがけて 姨 いて 狀 
る ？ 贼は摇 を 一が 做に！； 
くと 同時に， がが おずに で倾の 
带 いて 球る ホ刊を 下ょり 玉忙 
蚊を けを なす (瓜 鹏斯 ± 二 岡) 
と 同時に、 恥の ホ 巧 (も 手前) 
を摇 りて 少し 蚁に狎 して > 敝〇 

f i し、 沪 i が擊 を娘 て 

我が 水 W に姨 いて 恥 るげ、 恥は 
だ 手に で T ょり-^ に 邮ひ妒 けを 

て ホ < A け に < 占 ぶん 

なして‘ 敞 の 手 巧を 撮り 取る (か 
齡 个四 腐) 而 しで 恥の 恥り し 


— 怕 一 * 


馨ち黯 F 五 賢 一く 心 

ょり 下に 巧け て 逆に おり' 我が 

磬讚 きて 瓣 ず。 

側れ た 敵の 船繼 脈を •斬が 刪！！ 
銘 にて 打つ (八^ 供 第 十六 岡)。 





審 考黃润 記載 じ 就 レて 

巧 义仁質 巧 

我 思 帥 糸 削 化 おが 吏那の 武備 誌と 一巧 ふ 拳法 〇專爲 ょりな されを ものを、 拜化 L で么れ 
を寫 し、 をまで 硏 究曇考 のが 料と しでが 常に 大切に 秘密に 戚 して 居を が、 ぶ 人の 動め も 
あり、 文 n 下が ホ舉 法のを 強 時 巧、】 日と して 自己 一人の 私ず るに ぶびず、 遂に 之む を 
訟職ぜ し 所 姑で ある。 

熱むな る 研究 あにみ しで も おする 巧が が 來れば 幸甚の 至りで ある。 


六氣手 艇が藥 
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化 ホぶ 鐵 かずが 乂人巧 
巧 W 化 ホぶ 円 飯 前 巧 入 
巧 ホ： 化肅做 權打乂 人が 
魄 散魂诚 


— 8G 




化 ホぶ 爪 ホが 腮 遇 抓を 

圓ド用 之が 打 速 孩藥が 

么不類 吐血 一一 一人 ーリ肺 
巧矣 


此 平ぶ 鄉沙 ホが 火 練 
が 巧 人人 化 銀 川么巧 
巧 入 向 训側速 築が 之 
棋則巧 



化 ホぶ 凹撒槪 ホ打乂 

人 首 曲 池が 之 おが 其 
人 可 川 英水敕 么千萬 

す 可到乖 


— 8 り 一 
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化 ホぶ 鬥向火 パで が乂 
\ 骨饰 W 内川么 が中不 
能 音速 巧雞 巧么不 が； 化 




化 ホぶ 一路が 技^が 入 
人腑巧 骨を W 若げ 巷鷄 
が么到 化不醫 がが 必死 


一 — U1 — 


解脫法 


沪夢お 先 打 凹。 
巧 彼 挺が じ峡？ 
巧剧 .地 人 齡 f 
伊戟陳 ，碑. 他 和？ 
紐ゴ再 哉が 边 £? 
则お閒 お 陥 レ 巧。 

來¥ が _ か峽 脈* 

他が 化夕 W レ： ル。 
を扭 よ随贴 T ? 
が 步來防 他 巧 


狄 ，踏 k 巧駿 レ樸。 
狄レ 打ぃ他 破.： 灭巧 
お 化 レ 後 •乂蛇 k 後。 
殺 こを 犯醉站 喉？ 
お献 ，柄、 を 化が h 

おこ お 乎 I 川 こが 搁？ 

化， 踏* 恥、 uy 山.觀。 
仙 数站入 レが レ 中" 

I J As こ r -^〇 1 

曲’； 取を がリ】 
ホ 化が 臨ぶ 無 ぃ义り 


飲， 材 谷哪柬 別？ 

他剧レ 地顿相 恥。 
お护前 pt 她隨？ 
醉- が邱扣 相轉 

则 化" 踏 乎ち 職。 
悄こが 袖 か 詔 巧 
靴 k レ 他 お‘ かお？ 
化 も K_ 賢 他よ 
鈍， 一が 喉 ‘叫、 巧 


—の 


拳 足 術 骨ホ樣 (邵靈 寺 流) 
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卜-ぷ 


■ — 王 王 じ 一一 
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至 
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— 玉， 化 


大十 
位 二 
忿時 
持 加. 
W 脉 
W 的 
す 死 
可 注 
動觀 


古法 お 剛論章 
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巧 巧が 


おなか 
振が 


fit 頭 (空手 研究社) 興武館 


本が 唯一の 空手 研究 雜誌 


定價 金ぶ が錢 

をが 川站 



化 

巧 

創 

刊 


總掘假 をが 
が繪 巧な 入 

が 娜ぶ大 誤 
み 化 箭翻帶 
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『巧 姑の 撫い 尚」 と一 てた 十が レオンを 盛 かした 树 、武脯 のい、 ぃむ 
いぶ 化が ホの 本み、 化め 瑞 がぶ 蜗卽 ちぐの 沖削縣 とは 如 W むる 议扣 
の 4^ 地 か。 卽 の 闷 、なの 阴、 姚り府 、そして 乂 n おのが お 〇忡娜 こ 
そは をキ 巧を 巧の さか 一通 リ、 か 巧 抵< べき 託 おでを る。 
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